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「初志貫徹」から「以心伝心」へ               

 いよいよ１年生としての登校日が 9日間となりました。明日は３年生の卒業式、２年後

はみなさんの番です。２年後を想像してみてください。自分の進路を実現し応援される

人・応援される集団、そして社会で活躍できる人に育ってほしいと思っています。 

 そのために、①思いやりの心と支え合う心（一人一役）②時間を守る（３分前行動・２

分前ベル着準）③自ら進んで目を見てあいさつする④ルールやマナーを守る（規則・整理

整頓）⑤日常生活の準備を大切にする⑥自らの進路を切り拓く確かな学力を身に付けると

いう６点を大切にしてきました。まだ「習慣」とまではいきませんが、みなさんの中で意

識して行動するというレベルになってきていると思います。「習慣」にするためには、「継

続」するということです。毎日、当たり前のことを意識しながらできる人は習慣になりや

すいと思います。 

しかし、みなさんでしっかりと考えなければならないこともあります。相手の気持ちを

考えることができず、相手を傷つけてしまう発言や行動がありました。自分がされたらど

んな気持ちになるのか？その人のことを大切に思っている人はどんな気持ちになるの

か？ということを考えられなかったことがありました。大切な仲間が傷つけられ、悲しく

辛い思いをすることは決してあってはいけません。一人一人個性は違います。だからと言

ってその個性を攻撃することは絶対に許されません。また、冗談で人を傷つけてはいけま

せん。冗談が許されるときもありますが、冗談が良い方向に作用しない時もあります。冗

談とは相手やその周りの人の気持ちが和らぎ場がなごむことが冗談なのです。友情、信頼

や優しさの関係があっても冗談での行動はもう一度よく考えて下さい。「そのユーモアは

大事なものを傷つけないか？」誰かを傷つけてまでやらなければならない冗談なんてあり

ません。自分だけではなく、仲間を大切にできる人になり、「思いやりの心と支え合う心」

を大切にできる人になってください。大切なことがお互いの心と心で通じ合えば素晴らし

いですね。こういったことが習慣になると、「応援される人・応援される集団」になれると思

います。みなさんにはそんな人そんな集団に育ち、２年後に感動し涙を流せる卒業式を迎

えてほしいと思います。 

さて、明日３．11は東日本大震災が起きた日です。あれから 11年が経ちます。その震

災で亡くなられた数は 15899人、重軽傷者は 6157人、行方不明者は 2526人です。１日 1



日少しずつ、復興の方向に向かっていますが、いまだに余震が続き安心して、落ち着いて

生活できないのが現状です。そして、街は復興しても被災された方の心の傷は一生消えな

いし、日本の心の傷が癒えることもないと思います。明日、３年生は卒業を迎え、みなさ

んはいつもと変わらない明日を迎えますが、この東日本大震災で奪われてしまった命がた

くさんあります。この震災がなかったら、明日３年生と同じように卒業を迎えることがで

きたこと、学校生活を一生懸命送れたこと、仲間とかけがえのない時間を過ごせたこと、

クラブ活動に打ち込めたこと、行事を頑張り仲間と切磋琢磨し仲間力を手に入れられたこ

と、仲間とぶつかったり喧嘩したり、喜び合ったり、悲しみ合ったりできたこと。信頼で

きる仲間やみなさんのことを大切に思ってくれる先生たちと出会うことが出来たこと。そ

の他、たくさん経験したくてもできず大切な命を奪われた人はたくさんいます。でも今、

みなさんには間違いなく素晴らしい命があります。 

「泣きたい日もある、絶望に嘆く日も。そんな時、そばにいて寄り添うことができた

のは命があるから」です。だからこそ、今東輝中学校で学んでいることに自信を持って

これからの生活、みなさんが社会に出た時に役立てていってください。３．11 は絶対に

忘れてはいけない日です。震災は過去形ではなく現在進行形です。みなさんが大人になり

家族が増えた時には、この震災のことをしっかりと伝え、日ごろから自分と周りの人を大

切にすること、仲間と協力することの大切さ、思いやりの心と支え合う心の大切さを伝え

てください。 

「未来を変えるために、志や目標は自分の言葉で表現すると強い」と思います。これ

からみなさんが明るい未来にするために、「志」や「目標」を持ってください。その「志」

や「目標」が変わっても問題ありません。それに向かい努力することが、みなさんの人間

性を高めます。またその実現の過程でたくさんの人と出会い、関わることで仲間力が身に

付きみなさんの生きる力になると思います。11 年前の明日は、東北の地のことではあり

ません。みなさんが生きる日本のことです。今を大切に、仲間を大切に、志を大切に、明

るい未来を作っていってください。 

「学年レクレーション実施」 

 ３月 15日（火）本来なら校外学習（京都市内班別行動計画）を実施する予定でしたが、

みなさんに申し訳ない思いをさせてしましました。そこで、代議員のみなさんが、せめて

学年の締めくくりに何かみんなでできることはないかと考えました。定期テスト５を終え、

昼食時や昼休み、放課後に会議を重ね、「１年生最後の行事で、良い思い出を作る。クラ

スの絆を深めて２年生につなげる。」という目的で、クラス対抗ドッチボール大会が開催

されます。思いっきり、楽しんでください。 


